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① 「 千幾 = - 8 〇 ③ -道のり
速さ 1時間 二

は00
- y =響 ×
x 1 は

② ( っけも ) { ( っけも ) - (かが } ④ 例えば 1.4.10 では
、

平均値 =
け4JO.ee = 5= (MI ) × 3 = 3北十 f ✗

中央値 = 4 異なるので X

=闘鶏話 「
Tの値 を求める 問題」

= f × 2A ×

V5 ① 分母の有理化 声 =t
= f =

1
.
4 14 ÷ 1 0 = 0.1414 ② 簡略化 F. = AA
→

③ 瀬 の変形

i.
① -0 分母 を大きく し て

ft を外せるように 。
い、 2〇

① の整理 と ② × 6 より

2 ( y-1 2 ) = 2 つ( -3 . . . ①'

{ 2 つし +3は = 12 . . . ②
'

2が 2は = 7
「
連立方程式 の 計算 」

一) 2つ( +38=12
衣重雑 な 問題 は出題 されない が磕5

y = 1 解 の 不安 を払うため に も 、出した

R = f 答え を 代入 して 確かめ て 、

ミス による失点 を 防ごう !
( っいは ) = ( f , 1 )



☒ 5種類 の メニュー を ① ③ ③ ④ ⑤ とする と 、 A B

A
.
B の 2人が 同じ料理 を 選ぶ 場合 の数 は 5通り ① -D

② -②
③ - ③ 全ての確率 - 同じ料理の

全ての場合の数は 5 ×5 = 25通り なので ④ - ⑨ ( 1 ) 石隺率
⑤ - ⑤

20 4 = 異なる料五里の1 - j =

E
=

F
石隺率→

見なれない人 が多い と思います。
113511=3+5=8

「
作ら れたルールで計算 」

115×911=114511 = 4 + 5 = 9
する 問題 です。

1153411 -_-例 = 誓 = 3 どんなルール になる かは 、3

問題 によって 異なり ます。以上 より

8 - 9 + 3 = 2

→

求める面積

= ID - Of - 「
特殊な 図の面積 」4

左の ように 、 基本図形 の

B 4 と か 2斧 Mic
たしひき で作れるように

出題 されて いる b と

= だ42×-90-(2+4) × 2×えー た× 22× 90石360 思っ て 取りかかろ う b

= 4た ー 6 ー た = 3T - 6 c cm2 )
-
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  A Boyd

B

Pont
C 凹⑤

⑦⑨

(I) A × B の 最大 は 24 なので 24以下の

平方数が 4=22,9=32,16=42 と

なる 組み合わせ を 数える 。

A B A B A B
2

や?
3皮

②② ② ⑧ ④ ⑨
の 3楽人 7 7

9
(2) A の素数 は ② ③ この組み合わせ は 3× 2 = 6 通り

in

C の 素数 は ③ ⑤ ⑦
A 1つ に対して ③ ⑤⑦ の 3通り

( が あり Aは ② と③ の 2通り )がある ため 。

樹形図 をイメージして
(3) 奇数と偶数の確率 式を作る練習をし2おこう !2

A ・ ・・ ら
、 J

B . . . O
, l

C . . . 1 , 0

L

5

たあと 5
4
5

i. 偶数である確率の 方 が高い 。 32/
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y い) 傾き =

_
"
-2

• C ( 29,4a) i y = 2 つ(
-

( 0 . 29 ) B ・

(2) C ( 4 .
8 )

✗ 台形 - △ 0ABO堤 a.co ) B
- △ AEC

( 0 . 4 )

0

A ( 2 , 0 ) E
= (4+8)×4 × も

(3) y
- 2 ×4 × I
- 2 × 8× t

• C ( 29,49 )
= 2 4 - 4 - 8

= 1 2

( 0 . 29 ) B ・ not

on D ( I a , a )
•

0 A
( a ,

o ,

D の 座標 を求める 。 図 を かい て 座木票 を

{ y = 2 水 ( oc ) 明らかにする こと で

y = -22し +2 a ( AB)
より 様々 な問題 が解ける b

✗ a y = a より D ( t a 、
a )

求める 図 の 面積 △ BCD について

△ BCD = △ OBC - △ 0BD

= OB × 高さ ( く の つ(座標 ) × I - 0 13 × 高さ ( 1つの水座標 ) × I
= 29 × 29 × I - 29 × La × t

= 29
2 d = I a2
-11
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  転がした とき に できる 円周

の長さは 母線 を半径 と

した 円周 の長 さ なの で

2×18✗た = 36た

底面 の円 が 1 周する と

2× 6 ✗た = 121て 進むので

36 た ÷ 12た = 3回
/無

⑦ 底面の 円 と 同じ なので
「
円 」

④ 半径 18 cm の 円 の 面積 なので

18× 18× た = 324 た ( cm2 )

-

⑤ その半分 なので 324た ÷ 2 = 162た Can2)

et

⑦ 母線 を l cm とする と lxlxた = 162た

l = 9た com )

nt

⑦ 2×9た × た = 18た な
、䒑、

⑦ 切断面 の 円の 半径 を r とする と 、

2 ×はた × 3 = 18た 元

r = 3た

i. 切断面の面積 は ( 3F) × ( 3F)×た = 18巡/


